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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今月末に策定する新たな大阪市生物多様性戦略について説明いたします。

新たな戦略は、ＳＤＧｓの考え方をふまえるとともに、これまでの施策を継続・拡充し、一人ひとりが生物多様性の問題を認識し、これを解決するための行動変容を促進したいと考えています。



EMLEEICETIERSOBM O

1992F SYDZARMCETHRN IR
19955 SIS IRMTEEZEEE RE
2008 EMZRIEEARE HIE
20104 COP10[cEVWTEMBRFR 4R

=

HEERBHK

Lokt &
PN ek b
BFHDRE
=R OETE

E3]i2d: S g o8
HeE=ER
HRAITK

SEHE

Hemmei 2l SRR

E RS S EDE AT IR - T AT O I B IR & DRE R

2018438 XIRTFEMZHEIEES SEE (B8 PANCES)
=20214 3 A(cFHERiE®R T 2527 REAEEEDSRTE

20214F (M) COP1SHETE (2020F~HcR i FEIRETE)

2021FEA IRAAESREERDSRE
XCOP15TRENRIAFNZIRANBIMBIROHRIEAS


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新たな戦略の説明の前に、このスライドは、生物多様性に関する国内外の動向について主なものを示していますが、この間、大阪市は、2018年３月に第１期となる生物多様性戦略を策定しました。COP15の開催や次期国家戦略の策定が、2021年度に予定されていることから、大阪市としましても、新たな戦略のもと、引き続き、国内外の動向を注視しつつ、必要な施策に取り組んでまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新たな戦略の長期目標ですが、現行戦略に引き続き、2050年のめざすまちの姿として、生物多様性の恵みを感じるまちをめざします。
大都市でありながらも身近なところに貴重な自然があり、自然や生き物との関わりを実感できるまちであること、また、生物多様性の恵みを受けていることを多くの人々が感じ、生物多様性を守る行動につなげていくまちです。
このまちの実現には、行政だけではなく、市民、環境NGO/NPOや事業者など多様な主体とのパートナーシップの強化が必要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新たな戦略は、2050年の長期目標を示しながら、2030年度までに達成する３つの目標を掲げ、各種施策を進めます。
一つ目の目標は、生物多様性の保全と、世代を超えて、持続可能な利用を促進すること。
二つ目の目標は、生物多様性の課題は、生物多様性の分野にとどまらず幅広い社会経済活動の中で、地域・人・活動のつながり強化が求められることから、多様な主体との連携強化を図ります。
三つ目の目標は、日々の暮らしの中で、自然や生き物との関わりを実感するとともに、自然や生態系が社会・経済の基盤であることが認識され、一人ひとりの行動の中で生物多様性が認識されることをめざします。



KRBT % R G (2021-2030) DHEE |

B FRTERAIR T EWZERIEEREE DR > b

OmERFADDMPIEDM L
EREEFRILL. AFEFRERSEIELEIC, ASAPEHFOEMREZEBUT, TERSF
ANDDHDPIEZER Lo

OEASNDEIRFDHIHEA

942107 - 7749 -10F OHEADMISZEUSH. KA 2020 SR IEHE PR
MR EEREEETEEY 55RECO VT,

X IPBESHIRIITHINEE (RATESA) | MIRRREN SRS S IR (GBO5) (RHI249A) . KRM2020%
MSWIERAE0.2K5T M (RH249H) I2OUWT, ISAICTIH.

-20184F 3 ALIEDOXIRMICH T ZHEFEMC DOV T, [KPRTHIRIEEASHE I DIRE.
[SDGsKEREH RV BIBHFSDGSETINEERINDEE, [KIRIN—-A—-v>-EFT
> IRTEDRECONTEEHE,


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新たな戦略のポイントですが、生物多様性に関する市民の認知度は低いと認識しており、そのため、コラムや事例等の追加などを通じて、分かりやすさを向上し、また、国内外の動向もインプットするため、ウィズコロナ・アフターコロナの社会への対応をはじめ、ポスト2020生物多様性枠組などについても記載しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新たな戦略では、めざすまちの姿の実現に向けて、４つの基本戦略のもと、12の方針と50の施策を示しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小学校での生き物さがしなど、これまで取り組んでいる生物多様性の発見と行動の展開に関する施策をはじめ、様々な取組みを推進するとともに、地球環境問題に対する取組みの観点から、海洋プラスチックごみによる新たな汚染ゼロなどにも取り組みます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、新たな戦略には、先ほどの施策に取り組むべき背景として、生物多様性の危機についても記載しています。
生物多様性は、プラスチック汚染の問題や気候変動などの影響を受けやすく、その損失により、人間活動や経済社会システムにも影響を及ぼすこと、また、新型コロナウイルスの感染症拡大を受け、生態系と人の健康を促進するワンヘルスの考え方なども示し、生じている課題を個別に対応するのではなく、総合的な解決が求められることも発信していきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、私たちの暮らしにおける生態系サービスの利用についても記載しており、

大阪名物のたこ焼きが、世界の生物多様性の恵みを受けていることなど、過去から私たちの暮らしのなかで、多様性の関わりがあることを説明しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、国際的な動向として、IPBES 評価報告書についても記載しています。
（IPBESは、生物多様性と生態系サービスに関する動向を科学的に評価し、科学と政策のつながりを強化する政府間のプラットフォームのこと）
この報告書によると、愛知目標の達成状況の評価で、完全に達成された目標はなく、生物多様性の損失をほとんど食い止められていない状況です。
生物多様性の損失を止めるには、社会経済活動の変革が重視され、「消費と廃棄の総量の削減」、「環境にやさしい技術、革新と投資の確保」などレバレッジポイントに焦点を当てた施策の介入により、生物多様性に配慮した消費行動への転換が重要、とされます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生物多様性保全のために、私たちは何ができるか？そういったことも記載しています。

生活のなかで、エコラベル商品の選択など生物多様性保全に貢献する取組みを行うことが重要です。　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生物多様性の保全は、SDGsの目標１４、１５の海や森の豊かさを守るなど、地域の持続可能な社会に貢献します。
地域循環共生圏（ローカルSDGs）の考え方に基づき、生物多様性を通じた都市と地方との良好な関係を築き、展開していくには、行政だけではなく、市民、環境NGO/NPO、事業者、研究機関、教育機関等とのかかわりを深め、力をあわせていく必要があります。そういったことも新たな戦略には記載しております。
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